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はじめに1
福岡県築上町は、福岡県北東部に位置する面積

約 120km2、人口 16,500 人程の農業が盛んな町で
す。農地面積は町全体の約 16% を占め、温暖な
瀬戸内気候を生かして夏場は稲作、冬場は麦作の
二毛作を行う農家が多いことが特徴です。そのた
め、2023 年作付延べ面積ベースで 93% が水稲・
麦類・大豆の土地利用型作物を占めています。

その築上町で 1994 年から町内で発生するし尿
及び町内にある農業集落排水処理施設（椎田北部
浄化センター、西高塚地区排水処理場）を含む浄
化槽汚泥を 50℃以上の高温で好気性発酵させた
液肥を製造し、町内の農地に還元する資源循環型
農業が行われています。町内には液肥製造施設が
２か所（第１液肥製造施設、第２液肥製造施設）
あり、2023 年度液肥生産量は約 13,000t、液肥は
主に土地利用型作物の水稲、麦類の栽培に使用さ
れています（写真−１）。

写真−１　液肥散布の様子（出所：築上町提供）

2003 年からは液肥を使用して減化学肥料・減
農薬栽培をしたブランド米「シャンシャン米“環

（たまき）”」（写真−２）を椎田地区小中学校の自
校式米飯給食に使用するなど、築上町では学校教
育の場においても循環型社会形成の推進に取り組

んできました。
2024 年７月からは産学官連携プロジェクトを

経て事業化に至った濃縮液肥の販売を開始してい
ます。通常の液肥（肥料名称：大地の力 築肥３号）
が土地利用型作物主体への使用に対して、濃縮液
肥（肥料名称：大地の力 築肥４号）は施設園芸
や家庭菜園への使用が可能となり、液肥の用途が
大きく拡がりました。

本稿では、築上町における濃縮液肥を使用した
新たな取組みについて紹介します。

築上町の濃縮液肥について2
（１）�濃縮液肥の事業化までの経緯

築上町の液肥は 95% 以上が水分であり、懸濁
物質が含まれています。このため、散布コスト（運
搬コスト）が高い、養液栽培の潅水設備に使用で
きない等の課題がありました。

そのため、築上町は 2020 年１月の液肥濃縮施
設の実施設計着手を経て、2021 年３月に全国初
となる液肥濃縮施設を建設しました（写真−３）。

2020 年度から 2022 年度までの３年間は、公益
財団法人福岡県リサイクル総合研究事業化セン
ター（以下、リ総研）の支援のもと、産学官連携
で「濃縮バイオ液肥製造に関する事業化プロジェ

写真−２　シャンシャン米“環”（出所：築上町提供）

バイオマス

築上町における資源循環型農業
〜濃縮液肥を使用した新たな取組みのご紹介〜

三菱ケミカルアクア・ソリューションズ株式会社　排水処理事業部　Ｏ＆Ｍ部　�長尾　衛
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クト」に取り組みました。プロジェクト体制は、
当社が研究代表者を務め、共同研究者の九州大学、
静岡県立大学、築上町、みやま市の４者を含む計
５者で取り組みました。その結果、2021 年度に
製造された濃縮液肥は、濃縮前の通常液肥と比べ
て窒素は 17 倍、カリウムは 23 倍の濃縮倍率でし
た（写真−４、図−１）。また、汚泥肥料として
分類される濃縮液肥に含まれる重金属６項目につ
いても分析した結果、「汚泥肥料中の重金属管理
手引書」（平成 27 年３月）に示されている許容値
をすべて下回り、問題ないことが確認できました

（表−１）。2022 年度には濃縮液肥を用いた試験
栽培（大麦、イチゴ）や、散布機となる乗用管理
機部品に対する腐食試験を行いました。

濃縮液肥使用による問題がないことが確認でき
たため、築上町は 2023 年度に濃縮液肥の肥料登
録を行いました（肥料名称：大地の力 築肥４号）。
そして、濃縮液肥の販売準備を終えた 2024 年７
月、築上町は濃縮液肥の販売を開始しました。濃
縮液肥は、町内はもちろん町外への販売も可能に

なっています（詳細は築上町ホームページ参照）。
以上の通り、液肥濃縮施設の実施設計着手から

濃縮液肥販売に至るまでの４年半で、築上町は濃
縮液肥の事業化を実現しました。

表−１　濃縮液肥の重金属についての分析結果

計量の対象 単位 計量の結果 許容値 計量の方法

砒素 mg/kg 0.5 未満 50 肥料等試験法
5.2.a

カドミウム mg/kg 0.5 未満 5 肥料等試験法
5.3.b

総水銀 mg/kg 0.01 未満 2 肥料等試験法
5.1.a

ニッケル mg/kg １未満 300 肥料等試験法
5.4.b

クロム mg/kg １未満 500 肥料等試験法
5.5.d

鉛 mg/kg ５未満 100 肥料等試験法
5.6.b

検体採取年月日：2021 年 12 月２日

写真−３　築上町液肥濃縮施設（2021年３月撮影） 写真−４　通常液肥（左）と濃縮液肥（右）

図−１　液肥の濃縮結果（左：窒素、右：カリウム）
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（２）�液肥濃縮施設の設備仕様
液肥濃縮施設は、既存の第１液肥製造施設内に

設置されており、全体フロー（図−２）と主な仕
様（表−２）は以下の通りです。

図−２　築上町第１液肥製造施設フロー

表−２　液肥濃縮施設の仕様

項目 内容

液肥供給処理能力 １m3/ 日

液肥濃縮方式 UF 膜分離＋電気透析

UF 膜＊仕様 中空糸膜　公称孔径 0.05µm

電気透析膜仕様 陽イオン交換膜＋陰イオン交換膜

濃縮液肥貯留槽容量 ３m3/ 槽×１槽

濃縮液肥製造能力 ７m3/ 年
＊ UF 膜：限外ろ過膜

（３）�液肥濃縮施設の運転管理内容
液肥濃縮施設の運転管理内容は、日常点検（設

備異常の有無及び各種計測値の確認）と膜の洗浄
作業になります。

UF 膜の洗浄頻度は１〜２回 / 年、電気透析膜
の洗浄頻度は１回 / 月です。膜洗浄に要する時間
は、基本的には１日で終了します。

濃縮液肥を使用した試験栽培3
濃縮液肥を使用した試験栽培は、築上町産業課

が町内生産者との調整と福岡県京築普及指導セン
ター職員による指導を受けながら実施し、当社は
産学官連携プロジェクトの研究代表者及び液肥濃
縮施設の設備管理の立場から協力させて頂きまし
た。協力頂いた生産者別に実施例を以下に紹介し
ます。

（１）�農事組合法人 今津の里
農事組合法人 今津の里では、濃縮液肥を使用

して大麦と大豆の試験栽培を行いました。
大麦については、2022 年 11 月に乗用管理機散

布による基肥、2023 年２月に同様に乗用管理機
散布による追肥として、濃縮液肥を使用しました

（写真−５）。強風の影響で散布した濃縮液肥が施
肥設計通り散布されていなかった可能性が高く、
散布時は乗用管理機の散布ノズルにホース取付け
が必要になる等の知見を得ることができました。

写真−５　大麦への濃縮液肥の追肥

大豆については、2023 年８月に乗用管理機に
よる追肥として、濃縮液肥を散布しました。濃縮
液肥区と慣行区を同一施肥条件にできなかったこ
ともあり、十分な比較試験結果は得られませんで
したが、大豆の葉焼けもなく、11 月の収穫時には、
試験ほ場面積７a に対して 122kg の大豆を収穫し
ました（写真−６）。

写真−６　
濃縮液肥で栽培した
大豆の収穫
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田中代表理事（写真−７）からは、「このよう
な取組みができるのも、築上町産業課からの日頃
からの支援があってこそで、生産者としても助
かっている」とのお話しでした。

写真−７　ご協力頂いた田中代表理事

同組合法人は、地力向上、排水対策の徹底、麦
類の高収量達成に加え、濃縮液肥の実証試験や町
内小学校への食育活動等も評価され、「令和５年
度全国麦作共励会（集団の部）全国米麦改良協会
会長賞」を受賞しています。

（２）�エースいちご株式会社
エースいちご株式会社では、濃縮液肥を使用し

てイチゴの試験栽培を行いました。
養液土耕栽培で潅水チューブによる施肥を行っ

ているため、濃縮液肥の使用により潅水チューブ
が目詰まりしないことも重要になります（写真−
８）。濃縮液肥を点滴潅水するタイミングは、天
候やイチゴの生育状況を見ながら行います。濃縮

液肥と慣行肥料との併用による試験栽培の結果、
生育障害はなく、収量や品質に関して、特に問題
はありませんでした。

上森代表取締役（写真−９）は、「継続して栽
培試験を実施することで栽培ノウハウを蓄積し、
地域貢献できるイチゴ作りを目指したい」とのこ
とです。2024 年 12 月には、築上町の協力を得て、
企業発の商品開発を目的とした出前授業を開催
し、地元小学生に対して自社の農園で濃縮液肥を
使用したイチゴ栽培の説明を行ったとのことです

（写真− 10）。
農林水産省 令和６年度国内肥料資源利用拡大

対策事業として 2024 年 11 月に一般社団法人日本
有機資源協会が作成した冊子「バイオ液肥活用先
進事例集−農家の声−」には、同社の事例が掲載
されています。

写真−９　栽培試験を行っている自社農園と上森代表取締役

写真−10　地元小学生への出前授業（出所：築上町提供）

（３）�徳永　英隆 氏
徳永　英隆 氏は、濃縮液肥を使用して子実用写真−８　潅水チューブによる点滴潅水
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トウモロコシの試験栽培を行いました。
徳永氏は、町内で養鶏業を営んでいる城井ふる

里村有限会社に自ら栽培している子実用トウモロ
コシを販売しています。安全なエサへのこだわり
をもっている徳永氏が、濃縮液肥に興味を示し、
築上町産業課に問い合わせをしたことがきっかけ
で、試験栽培に取り組むことになりました。徳永
氏が栽培しているほ場の一部を試験ほ場として
2024 年６月に濃縮液肥 1,500L を散布しました（写

真− 11、12）。濃縮液肥 100%、濃縮液肥 50% ＋
慣行肥料 50%、慣行肥料 100% の３種類による比
較試験を実施しました。８月 20 日に抜き取りに
よる外観比較を行った際には、個体差はあったも
のの、全体的には特に大きな違いは感じませんで
した（写真− 13）。順調であれば９月上旬に収穫
する予定でしたが、８月末に福岡県に最接近した
台風 10 号の被害等により、残念ながら飼料とし
て使用することはできませんでした。試験栽培中
は、福岡県京築普及指導センターの支援による現
地調査も行われていますので、結果が揃い次第、
当社としても比較試験結果について関係者へのヒ
アリングを行う予定です。

徳永氏からは、「全体的に濃縮液肥使用による
大きな影響は感じなかったが、夏の異常な高温が
栽培に影響していると考えられるので、次期栽培
時には、高温に強い品種の選定等、肥料以外の検
討も行う必要がある」旨のコメントを頂きました。

なお、今回の試験栽培で使用した濃縮液肥の肥
料成分濃度の一部を表−３に示します。

写真−11　濃縮液肥散布準備中の徳永氏

写真−12　濃縮液肥の散布

写真−13　作物の外観比較
（左から、濃縮液肥100%、濃縮液肥50%＋慣行肥料50%、
慣行肥料100%）

表−３　濃縮液肥の肥料成分濃度

計量の項目 単位 計量の結果 計量の方法

窒素 % 1.7 1.7 1.0 肥料等試験法 4.1.1.a

アンモニア性窒素 % 0.71 0.71 0.59 肥料等試験法 4.1.2.a

酸化カリウム % 0.48 0.48 0.35 肥料等試験法 4.3.1.a

りん酸 % 0.014 0.014 0.009 肥料等試験法 4.2.1.a

検体採取年月日 2022 年５月 20 日 2024 年６月３日

使用した作物 大豆 イチゴ 子実用トウモロコシ

備考 − 施肥時は希釈使用 −
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おわりに4
2021 年５月に農林水産省が策定した「みどり

の食料システム戦略」において、2050 年までに
輸入原料や化石燃料を原料とした化学肥料の使用
量を 30% 低減（基準年は 2016 年）するという目
標を掲げています。進捗状況としては、2022 年
実績値で 11% 減となっています。2030 年目標値
20% 減に向けて、農林水産省は国内資源利用の
一層の拡大を推進する旨、農林水産省ホームペー
ジの公開資料にて公表しています。

築上町では 30 年前から国内肥料資源を使った
資源循環型農業を展開しており、2024 年からは
濃縮液肥の販売を開始し、『挑戦する農業』を今
なお実践しています。そのことが評価され、2024
年 12 月 23 日に第１回国内肥料資源利用拡大ア
ワードにおいて、築上町の「国内肥料資源の利用
拡大に向けた全国推進協議会　奨励賞」受賞が発

表されました。濃縮液肥の産学官連携プロジェク
トに携われた当社としても、非常に嬉しい受賞で
す。

今回の取組みで強く感じたのは官（築上町）と
民（液肥や濃縮液肥を使用する生産者）との連携
の重要性です。水処理技術を有している当社とし
ては、今回の経験を活かして、液肥濃縮設備の設
計からＯ＆Ｍ（オペレーション＆メンテナンス）
事業まで地域に寄り添ったソリューション提案を
全国に展開していきたいと考えています。そして、

「みどりの食料システム戦略」の目標達成に向け
て貢献していきたいと考えています。

最後に、産学官連携によるプロジェクトを支援
頂きましたリ総研の皆さま、プロジェクトメン
バーの皆さま、液肥製造事業に関わる築上町およ
び関係機関の皆さま、そして試験栽培にご協力頂
きました築上町の生産者の皆さまに多大なるご支
援とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
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